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○
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
（
抄
）
（
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
施
行
後
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
港
湾
管
理
者
」
と
は
、
第
二
章
第
一
節
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
港
務
局
又
は
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
を
い
う
。

２
～
７

（
略
）

８

こ
の
法
律
で
「
開
発
保
全
航
路
」
と
は
、
港
湾
区
域
及
び
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
の
河
川
区
域
（
以
下
単

に
「
河
川
区
域
」
と
い
う
。
）
以
外
の
水
域
に
お
け
る
船
舶
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
工
事
を
必
要
と
す
る
航
路
を
い
い
、
そ
の
構
造
の
保
全

及
び
船
舶
の
航
行
の
安
全
の
た
め
必
要
な
施
設
を
含
む
も
の
と
し
、
そ
の
区
域
は
、
政
令
で
定
め
る
。

９
・

（
略
）

10
（
港
湾
区
域
内
の
工
事
等
の
許
可
）

第
三
十
七
条

港
湾
区
域
内
に
お
い
て
又
は
港
湾
区
域
に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
つ
て
港
湾
管
理
者
が
指
定
す
る
区
域
（
以
下
「
港
湾
隣
接
地
域
」
と
い
う
。
）
内
に
お
い
て
、

左
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
港
湾
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号

）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
を
受
け
た
者
が
免
許
に
係
る
水
域
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

港
湾
区
域
内
の
水
域
（
政
令
で
定
め
る
そ
の
上
空
及
び
水
底
の
区
域
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
公
共
空
地
の
占
用

二

港
湾
区
域
内
の
水
域
又
は
公
共
空
地
に
お
け
る
土
砂
の
採
取

三

水
域
施
設
、
外
郭
施
設
、
係
留
施
設
、
運
河
、
用
水
き
よ
又
は
排
水
き
よ
の
建
設
又
は
改
良
（
第
一
号
の
占
用
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
港
湾
の
開
発
、
利
用
又
は
保
全
に
著
し
く
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
政
令
で
定
め
る
行
為

２

（
略
）

３

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
、
第
一
項
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
中
「
港
湾
管
理
者
の
許
可
を
受
け
」
と
あ
る
の
は
「
港
湾
管
理
者
と
協
議
し
」
と
、

前
項
中
「
許
可
を
し
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
に
応
じ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

（
禁
止
行
為
等
）

第
四
十
三
条
の
八

（
略
）

２

開
発
保
全
航
路
内
に
お
い
て
、
水
域
を
工
作
物
の
設
置
等
に
よ
り
占
用
し
、
又
は
土
砂
を
採
取
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
行
為
が
船
舶
の
交
通
に
支
障
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
そ
の
他
開
発
保
全
航
路
の
開
発
又
は
保
全
に
著
し
く
支
障
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。
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（
緊
急
確
保
航
路
内
の
禁
止
行
為
等
）

第
五
十
五
条
の
三
の
四

何
人
も
、
緊
急
確
保
航
路
（
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
港
湾
区
域
、
開
発
保
全
航
路
及
び
河
川
区
域
以
外
の
水
域
に
お
け
る
船
舶

の
交
通
を
緊
急
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
そ
の
区
域
を
定
め
た
航
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
、
み
だ
り
に
、
船
舶
、
土
石
そ
の
他
の

物
件
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
捨
て
、
又
は
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

緊
急
確
保
航
路
内
に
お
い
て
、
水
域
を
工
作
物
の
設
置
等
に
よ
り
占
用
し
、
又
は
土
砂
を
採
取
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
行
為
が
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
船
舶
の
交
通
に
支
障
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
又
は
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
沈
没
物
そ
の
他
の
物
件
の
除
去
に
著
し
く
支
障
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
非
常
災
害
が
発
生
し
、
船
舶
の
交
通
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
輸
送
の
用
に
供
す
る
船
舶
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
や
む
を

得
な
い
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
緊
急
確
保
航
路
内
に
お
い
て
、
船
舶
、
船
舶
用
品
そ
の
他
の
物
件
を
使
用
し
、
収
用
し
、
又
は
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
抄
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
・
二

（
略
）

○
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
四
十
二
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
公
社
を

地
方
公
共
団
体
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
を
、
市
の
み
が
設
立
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
十
九
号
に
あ
つ
て
は
、
建
築
主
事
を
置
く
市
）
と
、

そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
八
条
の
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二
第
一
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項

四
～
三
十

（
略
）

２

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
八
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
国
の

行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
八
条

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一

（
略
）

二

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
八
条
の

二
第
一
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項

三
～
三
十

（
略
）

２

（
略
）

○
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
抄
）

（
公
用
水
面
の
使
用
）

第
百
四
十
条

認
定
電
気
通
信
事
業
者
は
、
公
共
の
用
に
供
す
る
水
面
（
以
下
「
水
面
」
と
い
う
。
）
に
認
定
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
水
底
線
路
（
以
下
「
水
底
線

路
」
と
い
う
。
）
を
敷
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
の
事
項
を
総
務
大
臣
及
び
関
係
都
道
府
県
知
事
（
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七

号
）
第
百
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
が
自
ら
都
道
府
県
知
事
の
権
限
を
行
う
漁
場
た
る
水
面
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

水
底
線
路
の
位
置
及
び
次
条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
区
域

二

工
事
の
開
始
及
び
完
了
の
時
期

三

工
事
の
概
要

２
～
４

（
略
）

（
水
底
線
路
の
保
護
）
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第
百
四
十
一
条

総
務
大
臣
は
、
認
定
電
気
通
信
事
業
者
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
前
条
に
定
め
る
敷
設
の
手
続
を
経
た
水
底
線
路
を
保
護
す
る
た
め
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
水
底
線
路
か
ら
千
メ
ー
ト
ル
（
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
が
適
用
さ
れ
、
又
は
準
用
さ
れ
る
河
川
（
以
下
「
河
川
」
と
い
う
。

）
に
つ
い
て
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
）
以
内
の
区
域
を
保
護
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

４

何
人
も
、
第
一
項
の
保
護
区
域
内
に
お
い
て
、
船
舶
を
び
よ
う
泊
さ
せ
、
底
び
き
網
を
用
い
る
漁
業
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
漁
業
を
行
い
、
若
し
く
は
土
砂
を
掘
採

し
、
又
は
前
項
の
陸
標
に
舟
若
し
く
は
い
か
だ
を
つ
な
い
で
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
河
川
管
理
者
が
河
川
工
事
を
行
う
場
合
、
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一

号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
海
岸
管
理
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
海
岸
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
海
岸
保
全
施
設
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
工
事
を
施
行
す
る
場
合
又
は
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
工

事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
、
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
～
８

（
略
）

○
電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
七
十
五
号
）
（
抄
）

（
保
護
区
域
内
の
禁
止
漁
業
等
）

第
六
条

（
略
）

２

法
第
百
四
十
一
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
け
る
行
為
が
河
川
等
の
水
面
を
占
用
し
て
船
舶
を
び
よ
う

泊
さ
せ
、
又
は
土
砂
を
掘
採
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
水
底
線
路
の
保
護
に
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

六

国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
港
湾
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者
が
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
を
施
行
す
る
場
合
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第

八
項
に
規
定
す
る
開
発
保
全
航
路
の
開
発
若
し
く
は
保
全
に
関
す
る
工
事
を
施
行
す
る
場
合
又
は
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
八
第
二
項
若
し
く
は
第

五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
（
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
及
び
第
五
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
し
た
者
を
含
む
。
）
若
し
く
は
同
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
等
に
基
づ
く
行
為
を
行
う
場
合

七
～
十

（
略
）

○
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
抄
）

（
不
動
産
登
記
法
等
の
準
用
）

第
九
十
四
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
独
立
行

政
法
人
を
地
方
公
共
団
体
と
み
な
し
て
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）
（
抄
）
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（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
三
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
（
第
十
九
号
及
び
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政
法
人
に
限

る
。
）
を
、
都
道
府
県
（
都
道
府
県
の
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合
又
は
広
域
連
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
都
道
府
県
及
び
都
道
府
県
以
外
の
地

方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
都
道
府
県
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
市
町
村
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
三

（
略
）

四

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
七
条
第

四
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項

五
～
二
十
四

（
略
）

２
～
５

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
九
条

行
政
代
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
四
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
国
の

行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一

（
略
）

二

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項

三
～
十

（
略
）

２

（
略
）


